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⑥平和都市
言
自
切２１

一
三
“広

報8．1 世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核峨争の危機をはらみ、

賊に憂砺にたえない。

わが国は唯一の被哩国として、核兵鋸の恐ろしさと、被煥者のそ
しみを全世界の人々 に脈え、再び広島・長崎の惨禍を操り返して11
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るだめ、いかなる国のいかな弓
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣雷する。
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病
原
性
大
腸
菌
Ｏ
Ｉ
１
５
７
に

よ
る
食
中
毒
が
今
年
も
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
、
予
防
対
策
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

〈
Ｑ
＆
Ａ
で
正
し
い
知
識
〉

Ｑ
、
ど
ん
な
病
原
菌

Ａ
、
食
中
毒
を
お
こ
す
悪
い
大
腸

菌
で
す
。
こ
の
よ
う
に
病
気
を
お

こ
す
大
腸
菌
を
「
病
原
性
大
腸
菌
」

と
呼
ん
で
普
通
の
大
腸
菌
と
区
別

し
て
い
ま
す
。
普
通
の
大
腸
菌
は

健
康
な
人
や
動
物
の
大
腸
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
特
に
病
気
を
お
こ

す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
多
く
発
生
す
る
季
節
は

オ
ー○

，
君
ｓ
ワ
正
し
い
知
識
で
予
防
対
策

敬老祝金･祝品の見直しにより

在宅福祉の新しいサービスを充実
Ａ
、
他
の
食
中
毒
と
同
じ
よ
う
に

夏
期
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
そ
の

理
由
は
、
細
菌
は
低
温
で
は
あ
ま

り
増
え
ま
せ
ん
が
、
高
い
気
温
で

活
発
に
増
殖
す
る
か
ら
で
す
。

Ｑ
蕊
ど
う
や
っ
て
増
殖
す
る
の

Ａ
、
１
個
が
２
個
に
、
２
個
が
４

個
と
い
う
よ
う
に
、
ネ
ズ
ミ
算
式

に
増
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
警
戒
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の

Ａ
、
人
に
対
し
て
強
い
感
染
力
を

持
っ
た
細
菌
で
、
食
中
毒
を
お
こ

し
、
抵
抗
力
の
弱
い
人
を
死
亡
き

せ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。

Ｑ
、
０
１
１
５
７
は
加
熱
で
死
に

ま
す
か

一

市
で
は
、
敬
老
祝
金
お
よ
び
敬
老
祝
品
支
給
条
例
の
改
正

を
３
用
に
行
い
、
敬
老
祝
金
は
、
対
象
者
や
金
額
を
見
直
し
、

敬
老
祝
品
は
廃
止
し
ま
し
た
。
こ
の
見
直
し
に
よ
り
捻
出
さ

れ
た
貴
重
な
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
、
高
齢
者
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
新
し
い
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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３
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；
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Ａ
、
Ｏ
ｌ
ｌ
５
７
は
加
熱
（
だ
度

Ｃ
で
１
分
間
以
上
）
す
れ
ば
簡
単

に
死
に
ま
す
。

〈
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
〉

＊
手
洗
い
は
、
流
水
で
十
分
に
行

い
ま
し
ょ
う
＊
調
理
器
具
は
、

十
分
に
洗
浄
、
消
毒
し
ま
し
ょ
う

＊
食
品
は
衛
生
的
に
扱
い
、
十
分

に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
＊
飲
料
水

は
、
衛
生
的
に
管
理
し
、
生
水
の

飲
料
は
避
け
ま
し
ょ
う
＊
万
一

出
血
性
下
痢
を
し
た
ら
す
ぐ
に
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
柏
保
健
所
壷

（
師
）
１
２
５
５
、
ま
た
は
食
品
衛

生
県
民
ダ
イ
ヤ
ル
壷
０
４
３
（
２

２
１
）
６
０
０
０

一
民
間
住
宅
で

デ
イ
‐
ホ
ー
△
｜

ｌ
＊

「
デ
イ
ホ
ー
ム
」
施
設
補
助
事

業
は
『
在
宅
の
老
人
性
痴
呆
の
方

や
、
虚
弱
な
高
齢
者
の
た
め
に
「
デ

イ
ホ
ー
ム
」
を
運
営
す
る
人
に
、

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

「
デ
イ
ホ
ー
ム
」
と
は
、
老
人

性
痴
呆
の
方
や
虚
弱
な
高
齢
者
が
《

日
中
少
人
数
で
介
護
者
と
共
に
食

敬
老
祝
金
・
祝
品
は
、
こ
れ
ま

で
長
寿
を
お
祝
い
し
、
喜
寿
（
万

歳
）
・
米
寿
（
配
歳
）
・
白
寿

（
卵
歳
）
の
節
目
の
ほ
か
、
釦
歳

以
上
の
方
に
、
年
１
回
一
律
２
０

０
０
円
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
日
の
高
齢
者
人
口

の
急
激
な
伸
び
に
よ
り
、
な
お
一

届
の
高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
限

ら
れ
た
財
源
で
よ
り
効
果
的
な
福

祉
施
策
の
充
実
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
人
ひ
と
り
の
方
に

一
律
に
支
給
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

予
算
を
一
括
に
し
て
必
要
な
事
業

を
展
開
し
た
方
が
効
果
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
祝
金
・
祝
品
の
支
給

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

祝
金
は
、
喜
寿
・
米
寿
・
白
寿

な
ど
の
節
目
の
年
、
お
よ
び
１
０

０
歳
以
上
の
方
を
支
給
対
象
と
し
、

喜
寿
以
外
は
祝
金
の
額
を
引
き
上

げ
ま
し
た
。

祝
品
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

人
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
品
物
が
、

選
び
に
く
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か

ら
廃
止
と
し
ま
し
た
。

敬
老
祝
金
の
一
律
的
な
支
給
の

見
直
し
、
お
よ
び
祝
品
の
廃
止
に

よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財
源
約
１
３

５
０
万
円
を
効
果
的
に
活
用
し
、

次
の
新
し
い
事
業
を
行
い
ま
す
。

＊
Ｉ

幕
鐙
獲
溌
稔
薮
腫

事
の
支
度
・
清
掃
・
洗
濯
等
日
常

生
活
を
お
く
る
施
設
で
す
。

〈
補
助
の
内
容
・
金
額
〉

①
自
己
の
所
有
す
る
在
宅
を
デ
イ

ホ
ー
ム
と
し
て
利
用
す
る
た
め
の

改
築
修
繕
。
：
改
築
修
繕
饗
の
、
分

の
７
と
し
、
３
０
０
万
円
を
限
度

②
デ
イ
ホ
ー
ム
と
し
て
活
用
す
る

た
め
の
民
間
住
宅
等
の
借
り
上
げ

…
建
物
の
月
額
賃
料
の
、
分
の
７

と
し
、
月
額
８
万
円
を
限
度

＊
ｌ

｜
老
人
つ
ど
い
の
家

の
Ｉ
‐
設
‐
ｉ
置
一

ｌ
＊

「
老
人
つ
ど
い
の
家
」
は
、
住

宅
の
一
部
や
、
離
れ
な
ど
空
い
て

い
る
民
間
住
宅
を
市
が
借
り
受
け
、

地
域
の
高
齢
者
の
つ
ど
い
の
場
と

し
て
指
定
す
る
制
度
で
す
。

市
が
指
定
し
た
つ
ど
い
の
家
は
、

地
域
の
人
々
に
よ
り
運
営
さ
れ
、

釦
歳
以
上
の
高
齢
者
が
住
ま
い
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
趣
味
活
動
や

情
報
の
交
換
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
い
ま
す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
余
裕
居
室
の

提
供
者
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
「
老
人
つ
ど
い
の
家
」

を
運
営
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
、
住
宅
の
一
部

や
離
れ
な
ど
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
、
次
の
条
件
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼
開
設
日
週
３
日
以
上
（
土
・

日
峨
・
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
開
設
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で

▼
居
室
面
種
８
畳
以
上
の
広
き

で
ガ
ス
・
水
道
な
ど
が
利
用
で
き

る
こ
と

▽
居
室
借
用
料
有
値

▼
運
営
費
光
熱
水
費
な
ど
必
要

経
費
を
市
が
負
担

▽
利
用
対
象
者
市
内
在
住
の
慨

ね
印
歳
以
上
の
方
今
年
度
の
市
の
一
般
会
計
子
こ
う
し
た
視
点
か
ら
「
少
額

▼
利
用
料
無
料
算
は
２
８
６
億
円
で
、
前
年
度
を
一
律
全
員
に
支
給
す
る
の
で

▼
申
し
込
み
近
話
で
高
齢
者
福
に
比
べ
１
．
６
％
し
か
伸
び
て
は
な
く
、
予
算
を
ま
と
め
、
謨

祉
課
容
（
記
）
１
１
１
１

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
中
で
福
祉
り
必
要
性
の
高
い
事
業
に
使
い

＊
ｌ

に
関
係
す
る
民
生
費
は
、
狸
％
た
と
と
考
え
、
敬
老
祝
金
．

｜
帽
噌
蠣
濾
一
、
筆
臺
“
豊
董
し
菫
《

こ
れ
は
市
民
生
活
を
重
視
し
出
さ
れ
た
財
源
で
４
つ
の
新

ｌ
＊

寝
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
齢
者
て
予
算
を
組
ん
だ
結
果
で
、
正
し
い
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

な
ど
、
寝
具
の
乾
燥
消
毒
が
で
き
し
い
と
考
え
ま
す
が
「
福
祉
子
す
。
特
に
小
学
校
を
活
用
し
て

な
い
で
お
困
り
の
方
に
、
乾
燥
消
算
だ
け
を
無
制
限
に
拡
大
し
て
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

毒
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
核
家
族
化
が
進
む
中
、
高
齢
者

▼
対
象
者
①
概
ね
錨
歳
以
上
の
せ
ん
。
福
祉
も
、
真
に
必
要
な
と
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
場

方
で
＊
ね
た
き
り
状
態
に
あ
る
高
施
策
を
適
切
に
選
択
し
、
よ
り
と
も
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

齢
者
＊
痴
呆
症
状
の
あ
る
高
齢
効
率
的
に
実
行
す
る
こ
と
が
強
ど
う
か
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

者
＊
虚
弱
な
独
居
高
齢
者
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
重
度
の
身
体
障
害
者

▼
利
用
料
１
回
に
つ
き
２
０
０
の
余
裕
教
室
を
利
用
し
て
整
備
を
康
相
談
、
介
殻
教
室
、
配
食
・
会

円
（
所
得
税
が
非
課
税
、
ま
た
は
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
で
の
利
用

生
活
保
謹
世
帯
は
無
料
）
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
生
活
者
が
多
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
は
じ

▼
利
用
回
数
１
月
２
回
ま
で
指
導
、
日
常
動
作
訓
練
の
ほ
か
、
め
、
世
代
間
交
流
や
母
親
の
た
め

▼
利
用
で
き
る
寝
具
上
下
布
団
、
食
事
や
入
浴
、
レ
ク
リ
エ
ー
ゞ
ン
ョ
の
育
児
支
援
、
さ
ら
に
は
高
齢
者

毛
布
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
類
、
枕
ン
を
通
し
て
、
介
謹
が
必
要
な
高
や
障
害
者
の
自
主
的
活
動
や
文
化

（
羽
毛
布
団
類
は
除
く
）
齢
者
の
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
や
、
活
動
の
場
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

囮
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課
心
身
機
能
の
維
持
向
上
を
目
的
と
活
動
の
場
な
ど
で
す
。

盆
（
錨
）
１
１
１
１

し
た
、
蛾
も
重
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
現
在
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

＊
ｌ

｜
小
学
校
で
涌
悔
犀
蘇
嘘
鱸
囎
、
雑
詠
瀞
蕊
灘
緬
鑪
、

デ
イ
サ
ー
ビ
風
迄
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
も
、
計
を
行
い
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

市
で
は
、
市
の
西
部
地
域
に
お
整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。
タ
ー
の
早
期
完
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

け
る
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
早
期
現
在
、
検
討
し
て
い
る
の
は
、
▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
壷
（
鋸
）

に
実
施
す
る
た
め
、
根
戸
小
学
校
機
能
回
復
訓
練
、
健
康
教
育
・
健
１
１
１
１
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一
９
月
に
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す
辨
削
醗
締
腫
瀧
一令

一
市
で
は
、
９
月
に
高
齢
者
の
◎
万
歳
の
方
（
大
正
８
年
９
月
２
た
方
）
…
５
万
円

令

一
長
寿
を
祝
い
、
敬
老
祝
金
を
贈
日
か
ら
大
正
９
年
９
月
１
日
ま
で
※
和
歳
か
ら
酒
歳
の
方
に
は
、
一

に
生
ま
れ
た
方
）
…
１
万
円
市
長
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ー

ー
呈
祉
霊
蕊
群
る
方
に
は
、
申
請
◎
配
歳
の
方
〈
明
治
“
年
９
月
２
ジ
を
お
贈
り
し
ま
す
。
一

一
書
を
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、
日
か
ら
明
治
哩
年
９
月
１
日
ま
で
▼
申
請
期
限
８
月
８
日
（
金
）
一

一
お
早
め
に
申
講
し
て
く
だ
き
い
。
に
生
ま
れ
た
方
）
・
・
・
２
万
円
ま
で

一

一
▼
対
象
者
９
月
１
日
現
在
で
◎
辨
歳
の
方
（
明
治
釦
年
９
月
２
▼
贈
呈
方
法
口
座
振
込
一

一
市
内
に
引
き
続
き
５
カ
月
以
上
日
か
ら
明
治
錘
年
９
月
１
日
ま
で
▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
一

一
居
住
し
今
次
に
該
当
す
る
方
に
生
ま
れ
た
方
）
…
３
万
円
課
壷
（
顕
）
１
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１
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一
福
祉
の
充
実
に
工
夫
を

⑧

一
市
長
幅
婚
蒻
」
ろ

ー ● 一

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

’
あたた かみのある地域福祉の創造に向けて



一
昨
’
，
●
‐
●
，
Ｉ
‐
Ｉ
ｐ
ｍ
Ⅲ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
山
肌
ｌ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
０
１
‐
‐
１
１
‐

－

露 び
一
》 (2)第954号 1997．8．1

'．

’ 県
で
は
、
手
賀
大
橋
の
架
け
替

え
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
片

側
２
車
線
分
の
橋
が
完
成
し
ま
し

た
の
で
８
月
四
日
（
火
）
午
後
４

時
か
ら
下
り
車
線
（
沼
南
か
ら
我

市
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
死

亡
ま
た
は
傷
害
を
受
け
た
方
を
救

済
す
る
た
め
、
交
通
災
害
共
済
制

度
に
参
加
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
方
々
に

如災誤済にⅧ入しましょう
．

現在加入している方は継続手続きを

任
意
で
加
入
い
た
だ
き
、
会
費
を

出
し
合
い
、
相
互
扶
助
の
立
場
に

立
っ
て
、
事
故
の
被
害
者
に
見
舞

い
金
を
お
く
り
、
救
済
し
よ
う
と

す
る
制
度
で
す
。
万
一
の
時
に
備

え
て
、
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
一
般
会
員
と
し
て
現
在

加
入
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、

８
月
瓢
日
で
共
済
期
間
が
終
了
し

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
継
続
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
加
入
で
き
る
方
９
月
１
日
現

在
、
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
し
て
い
る
方
喬
お
よ
び

居
住
す
る
予
定
の
方

▼
年
会
費
１
人
７
０
０
円
（
９

月
１
日
以
降
は
、
加
入
月
に
よ
り

会
費
が
異
な
り
ま
す
が
、
随
時
加

入
申
し
込
み
は
で
き
ま
す
）

▼
有
効
期
限
９
月
１
日
か
ら
翌

年
８
月
誕
日
ま
で

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故
自
動

車
・
自
動
二
輪
・
自
転
車
を
運
転

中
の
事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
の
事

故▼
共
災
見
舞
金
＊
死
亡
。
：
１
５

０
万
円
＊
傷
害
…
２
万
円
か
ら

孫
子
方
向
）
の
み
通
行
を
は
じ
め

ま
す
。
（
下
図
参
照
）

こ
の
架
け
替
え
工
事
は
、
橋
の

老
朽
化
対
策
や
交
通
量
の
増
加
に

よ
る
混
雑
緩
和
の
た
め
に
行
わ
れ
、

完
成
す
る
と
全
長
４
１
５
脚
、
車

道
４
車
線
で
両
側
に
３
．
５
燭
の

歩
道
を
設
け
た
橋
と
な
り
ま
す
。

橘
の
外
観
住
周
辺
の
環
境
と

の
調
和
を
配
慮
し
「
水
鳥
の
は
ば

た
き
」
を
イ
メ
Ｉ
ジ
し
た
ｕ
連
の

ア
ー
チ
橘
と
し
ま
し
た
。
橋
脚
は
、

石
糠
み
風
に
仕
上
げ
る
こ
と
で
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
と
し
、
上
部
の

ア
ー
チ
を
引
き
立
て
る
繊
造
と
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
約
２
カ
月
間
の
工
事
を

即
万
円
ま
で
＊
身
体
障
害
（
１

級
ま
た
は
２
級
）
：
．
傷
害
見
舞
金

の
ほ
か
に
即
万
円
＊
交
通
遺
児

．
・
・
遺
児
１
人
に
つ
き
、
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
年

会
饗
を
持
参
し
、
８
月
１
日
（
金
）

か
ら
調
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・
日

峨
日
を
除
く
）
に
交
通
整
備
課

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
垂
（
理

１
１
１
１
内
線
３
３
０
へ

※
各
支
所
で
も
、
左
表
の
と
お
り

出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い

行
い
、
上
り
車
線
（
我
孫
子
か
ら

沼
南
方
向
）
も
新
し
い
橋
を
通
行

で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

現
在
の
橘
は
、
新
し
い
橘
で
の

▼交通災害共済制度出張受付▼交通切り替え概略図

’ ’
1’

交
互
通
行
を
開
始
し
た
後
に
取
り

壊
し
、
橋
全
体
の
完
成
は
平
成
ｎ

年
度
に
な
る
予
定
で
す
。
工
事
中

は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
上
り
車
線

の
新
し
い
橋
へ
切
り
替
わ
る
時
期

等
に
つ
い
て
は
、
後
日
広
報
あ
び

こ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
千
葉
県
東
葛
飾
土

木
事
務
所
柏
支
所
霊
（
型
１
６
０
４

〆

／ 鬮鯛圃翼繼霞（参加者募集今
も
。

9日（日）までの期間で開催します。第40回文化祭を10月12日（日）から11

次の内容で作品・出場者を募集しま

締め切りは8月16日(土）〈短歌は9

作品には住所、氏名、電話番号を明

なお、日程・会場の都合で、定数に

ので、癒ってご参加ください。

21日(日)、俳句は9月29日(月)＞まで。

してください。

り次第締め切ります。

＝我孫子市文化祭実行委員会＝

|，
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
事

務
所
な
ど
に
設
壷
し
て
い
る
受
水

槽
施
設
の
維
持
管
理
は
、
設
置
者

が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
効
容
量

が
、
証
を
超
え
る
受
水
槽
、
有
効

容
量
が
加
湿
以
下
で
も
使
用
者
が

卵
人
以
上
の
受
水
槽
は
、
水
道
法

と
千
葉
県
小
規
模
水
道
条
例
で
椎

受
水
槽
の
衛
生
管
理
は

徹
底
し
ま
し
ょ
う

持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

水
道
を
安
心
し
て
利
用
す
る
た

め
に
受
水
槽
を
管
理
し
て
い
る
方

は
、
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、

次
の
よ
う
な
衛
生
管
理
を
忘
れ
ず

に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
水
槽
内
部
の
サ
ビ
や
腐
食
お

よ
び
外
部
の
施
錠
等
の
点
検

’

’
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

暹羅室の受給者の皆さんへ
現況届｡所得状況届の提出を

現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
し
な
い
場
合
は
、
８

月
分
以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
、
２
年
以
上
届
け
出
が

な
い
と
、
時
効
に
よ
り
手
当
て
を

受
け
る
権
利
が
無
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
に
は
、
届
け
出
用
紙
を
送

付
し
ま
す
の
で
必
要
譜
類
を
添

え
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
正
受
給
き
れ
ま
す
と

罰
則
が
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
間
８
月
型
日
（
月
）
か

ら
９
月
、
日
（
水
）
午
前
８
時
訓
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

▼
提
出
先
。
問
い
合
わ
せ

＊
児
童
扶
蚕
手
当
・
・
・
児
童
保
育
課

奮
（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
４
７

＊
特
別
児
童
扶
養
手
当
：
障
害
福

祉
課
套
（
露
）
１
１
１
１
内
線
３
５

０

ゴ
コ
引
則
コ
ゴ
別
コ
ゴ
ゴ
『
即
ゴ
刈
司
１
．
引
可
酬
訓
訓
司
町
別
別
引
副
剖
斗
司
剖
引
引
割
引
副
引
割
引
曹
計
劃
”
■
｜
邑
口
言
。
５
言
呂
口
５
呂
弓
二
□
■
呂
邑
目
・
■
“
ロ
“
・
目
巳
呂
・
言
５
口
呂
弓
５
三
辱
写
”
二
口
・
・
・
口
二
”
一
口
三
”

謙
霧
蕊
篝
養
襄
祷
蕊
雛

呂
冨
●
呂
居
巽
一
輻
宰
轄
｝
諌

灘
…
…
…
篝
鴬
驚
菫
蕊
…
重
…
；

字

●

唖

■

輔

議
簔
這
議
義

蕊
雪
雲
雲
讓
曾
罎
・
・
難
迩
議
…
璽

一
［
》
｜
［
函
一
》
《

蕊
霊
》
霊
一
》
驫
霊
菫
謂
義
麹
罰
鶯
…
鱈
妻
鶴
ゞ
…
｜
鴇
￥
…
…
堰
；

言
呂
Ｑ
呂
『
呂
弓

一
一
一
一
一
一
皿
一
一
一
二
毛
弓
三
・
・
０
９
．
二
言

』
■
二
言
君

』
●
呂
冒
二

言
罠
●
卓
呂

。
。
呂
弓
星
■
言
呂
呂
口
弓
冒
呂
●

凸
・
●
呂
弓
字
弓
Ｅ
ｇ
呂
呂
０
■
申
・
■
・
・
●
■
二
言
字
巴
・
凸
・
曲
呂
⑪
。
引
引
引
到
引
卸
●
『
引
引
『
『
訓
引
卵
割
『
訓
訶
●
則
叩
叩
叩
如
印
却
却
郡
弔
訓
叩
叩
呵
引

冒
字
冒
●
三
二
三
甸
弓
凸
。
．
。
●
呂
こ
目
●
画
宝
宰
｝
●
百
二
二
■
三
里
品
■
・
邑
己
二
●
星
、
目
・
●
・
二
・
呂
○
目
・
』

蕊
蒙
裁
雛

●
寺
■
呂
冨
言

。
一
・
・
・
言蕊

織
蕊
一

君
三
百
弓
●
凸

■
回
・
言
■
冒
呂

宮
呂
呂
言
●
戸

■
■
■
】
呂
呂
｝

言
牙
呂
呂
■
凸

臣
》
吾
●
弓
邑

・
Ｐ
呂
三
】
・
●
。

日程

8月18日

(月）

8月19日

(火）

場所

つくし野支所

湖北台支所

湖 北 支 所

布佐支所

受付時間

9時から11時30分

13時30分から16時

9時から11時30分

13時30分から16時

爵↑|↑’ ↓

劇I
’

東我孫子← →若松

市雨司↑nll↓F壺享

匡国8月19日から

Eヨ約2カ月後

⑳は限りある資源です

大切に使いましょう／

=北千葉広域水道企業団＝

蛇口の開閉はこまめに洗車はバケツ洗いで

凛鐵
鱈磨きはｺｯの水で鶉号礁鰯開

茜茄
食器は、だめ水洗いで

I

部門

手工芸

菊花

盆栽

洋ラン

写真

書道

民謡

民舞

日舞

洋舞

詩吟

謡曲

歌謡曲

三曲

俳句

短歌

作品規格･条件

1人1作品（展示しやすい作品）
参加費50円

鉢物、切り花いずれも可

開花株

四つ切り以上全紙まで。なるべくパネ

ル張り。作品裏に住所、氏名、電話番
号、題名を明記

①軸装雅仙紙半切以内。
②横額装雅仙紙半切2分の1以内
作品自由。必ず表装

1曲.5分以内

個人は5分以内、団体は10分以内

団体または個人で10分以内

個人で2分以内

ひとり1曲。カラオケテープを用意。
(応募者多数の場合は抽選）

一般参加の社中は1曲5分以内

題：「霧（きり)」「隻珠沙華（まんじゅしゃげ)」「当季
雑詠｣各1句、計3句と住所、氏名を原稿用紙に明記し、
参加費1000円を添えて郵送。

未発表1首(題自由)、住所、氏名をハガキ大の用紙に明
記し、参加費1000円を添えて郵送。

申込方法

電話かハガキで

大きさを明記

ﾉ､ガキで

電話かハガキで

(作品明記）

電話かハガキで

電話で申し込み
作品は会場に持

参

ハガキに規格、

題名、訳文明記

電話で

電話かハガキで

電話かハガキで

電話かハガキで

ハガキで

電話で

ﾉ､ガキで

ﾉ､ガキで

申込先
ひでF刀

宮本瑛夫
白山1－10－29

念(84)5837
カロ

亨冥

つくし野5-12-7

壷(84)7386

根本幹雄

岡発戸547

壷(88)0544

小倉正久
根戸1739

壷(82)0702
錘垂唇

小穴信俊

寿1－11－11

壷(82)3788

山田清一
船戸2－5－43

壷(82)4405

中 野 次 男

中峠1747-1

壷(88)1791
か兵

郡司貴恋
白山2－12－4

壷(82)2908
垂包二

石原I匝子

白山1－29－2

壷(82)0161

高橋美代子
栄9－22

丑(82)1743
二 つ し ■ わ

津川興意千

緑1－6－43

壷(82)3426

j､夫力 治雄

寿1－4－5

恋(82)3653

井手口八重子
緑1－10－5

壷(84)0136
ひb8c非

坂口一二三
束我孫子2-24-6

壷(84)9584

染谷明

下ヶ戸285
丑(82)4441

榊原敦子
白山3-8-14-106

盆(84)9435
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基
本
的
な
生
活
習
愼
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
、
父
親
・
母
親

の
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
８
月
７
日
（
木
）
、
８
日

（
金
）
午
前
９
時
お
分
か
ら
、
時
鋤

L~苓

R月舶曜‘休日当番医蕾
▼
対
象
平
成
９
年
４
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

1健康ガイド保
健
セ
ン
タ
ー
で

心

司
司 戸

し診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの健康保険証と診療費

２
歳
８
カ
月
児
を
対
象
に
歯
科

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
を
行
い
ま

す
。▼

日
時
８
月
迦
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
鋤
分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
哩
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

３
歳
児
は
身
体
も
心
も
変
化
を
一

I

迎
え
る
時
期
で
す
。
病
気
の
早
期

発
見
や
子
育
て
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
８
月
ｎ
日
（
月
）
、
犯
日

（
木
）
午
後
０
時
蝿
分
か
ら
１
時
妬

分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
１
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
３
歳

児
健
康
診
査
票
、
歯
ブ
ラ
シ
、
尿

※
診
査
票
は
記
入
し
て
持
参

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
１
８
●
Ｄ
■
１
１
日
０
口
■
日
日
日
日
ら
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凹
副
■
■
■
■
■
■
■
■
■

且
■
０
■
■
■
■
■
８
０
■
Ｈ
ｆ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
Ｊ
■
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

’

時
か
ら
午
後
４
時
▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
が
相
カ
レ
イ
類
を
使
っ
た
料
理
で
卯
氏
名
、
年
雌
電
話
番
号
を
明
記
乳
製
品
を
使
っ
た
科
ま
ゆ
コ
ン
テ
氏
名
、
年
齢
性
別
聯
業
電

分
以
内
で
調
理
で
き
る
も
の
し
、
料
理
の
イ
ラ
ス
ト
か
写
真
を
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
斬
新
な
ア
イ
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月
、
日

▲
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で
鱈
羅
鵡
讓
箭
瀦
悪
霊
潅
奪
蕊
湾
鱸
麓
鼈
鱈
識
饗
蒸
唾

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関
と
予
防
接
種
の

詳
細
に
つ
い
て
住
乳
幼
児
は
予

防
接
種
ノ
ー
ト
〈
出
生
お
よ
び
対

象
と
な
る
転
入
者
（
小
学
校
入
学

前
ま
で
）
に
は
各
翌
月
に
郵
送
〉

を
、
小
・
中
学
生
は
予
防
接
種
の

予
診
票
に
添
付
し
て
あ
る
注
意
書

き
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
外
の
小
・
中
学
校
に

通
っ
て
い
る
方
は
、
予
診
票
を
保

健
セ
ン
タ
ー
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
、
印
鑑

▼
日
時
８
月
鵡
日
（
月
）
午
前
、
な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方
▼
募
集
料
理
イ
ナ
ダ
デ
リ
）
、
書
で
、
材
料
、
調
理
方
法
、
住
所
県
牛
乳
普
及
協
会
で
は
、
牛
乳
．
所
要
時
間
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
▼
日
時
毎
月
第
１
か
ら
第
４
金
拡
大
の
毒
〃
屋
の
お
い
し
い
優
秀
３
人
を
決
定
。
（
骨
晉
罰
馳
な
書
か
フ
ァ
ク
ス
で
《
料
理
名
、
材

■
Ｆ
ｊ
■
４
ｑ
■
■
『
Ｊ
筒
】
毎
”
岬
卿
山

あ
料
名
、
４
人
分
の
分
量
、
材
料
費

乳
幼
児
発
達
相
談
輌
雛
後
撫
峨
撫
鱸
症
癖
叩
蝿
窪
騨
挫
諏
巷
《
雛
鯛
ダ
削
駆
躍
艘
学

（
２
４
０
０
円
以
内
）
、
作
り
方
、

、

下
表
の
予
防
接
種
は
、
個
別
に
▼
壷
用
対
象
年
齢
内
は
無
料
（
主
に
千
葉
市
勤
労
会
館
で
調
理
千
葉
中
央
郵
便
局
私
書
箱
如
号
県
（
１
家
族
１
人
に
限
り
、
何
点
で
の
１
県
牛
乳
普
及
協
会
霊
０
４
３

｜｜

▼
対
象
発
達
の
遅
れ
が
心
配
な

２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

５５
談
に
応
じ
ま
す
。
（
堀
託
医
に
よ
除
く
）
、
人
を
選
び
、
ｍ
月
２
日
（
木
）
千

３

る
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
）
▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱
腕
堆
』
参
巷
葉
県
立
衛
生
短
期
大
学
宇
葉
市
）

こ
の
一
見
奇
異
な
現
象
は
、
次
激
し
い
関
節
痛
が
発
現
し
ま
す
。

健
康
メ
モ
⑱
の
よ
う
暹
こ
る
塁
え
ら
れ
て
こ
れ
嘉
塁
作
皇
輩
す
。

い
ま
す
。
尿
酸
塩
の
結
晶
が
結
節
か
ら
こ

痛
風
は
高
尿
酸
血
に
よ
っ
て
高
尿
酸
血
の
状
態
が
続
き
ま
す
ぽ
れ
落
ち
る
の
は
、
血
清
尿
酸
値

お
こ
る
病
気
で
す
が
、
病
風
発
と
、
関
節
腔
の
側
壁
を
形
成
す
る
が
相
応
に
高
い
場
合
の
ほ
か
、
高

作
時
に
高
尿
酸
血
症
治
療
薬
を

痛
風
と
高
尿
酸

あ
わ
て
て
服
用
し
ま
す
と
、
か

え
っ
て
発
作
を
長
引
か
せ
て
し

血
症
治
療
薬

ま
う
虞
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
高
い
血
清
尿
酸
値
を
滑
膜
に
尿
酸
塩
が
析
出
し
、
蓄
祇
尿
酸
血
症
治
療
薬
を
服
用
し
て
関

せ
っ
か
ち
に
下
げ
よ
う
と
し
て
、
さ
れ
て
結
節
を
作
る
よ
う
に
な
り
節
液
の
尿
酸
挫
度
が
急
激
に
低
下

高
尿
酸
血
症
治
療
薬
を
過
逓
に
ま
す
。
こ
の
蓄
祇
さ
れ
た
尿
酸
塩
し
た
場
合
に
起
こ
り
ま
す
。

服
用
し
ま
す
と
、
発
作
を
誘
発
の
結
晶
が
結
節
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
高
尿
酸

し
て
し
ま
う
虞
が
あ
り
ま
す
。
て
関
節
液
の
中
に
混
入
し
ま
す
と
、
血
症
治
癖
薬
の
服
用
は
、
発
作
時

①
救
急
法
講
習
会
▼
内
容
家
庭
で
の
病
人
の
介
謹
、
５
０
０
円

▼
日
時
８
月
過
日
（
火
）
か
ら
亜
病
気
の
予
防
法
の
知
識
と
技
術
に
囮
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
〈

日
（
金
）
午
前
８
時
釦
分
か
ら
午
後
つ
い
て
ガ
キ
に
識
座
名
と
開
催
期
間
、
住

４
時
鋤
分
画
場
所
成
田
赤
十
字
病
院
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

▼
内
容
急
病
人
や
ケ
ガ
人
を
救
画
対
象
。
定
員
全
日
程
出
席
で
号
、
勤
務
先
等
（
学
校
名
・
会
社

助
す
る
た
め
の
応
急
手
当
な
ど
き
る
方
①
先
着
鋤
人
、
②
先
着
加
名
）
を
明
記
し
、
〒
２
８
６
成
田

②
介
護
教
室
人
（
②
は
加
入
以
下
の
場
合
中
市
飯
田
町
卯
の
１
成
田
赤
十
字
病

▼
日
時
９
月
９
日
（
火
）
か
ら
廻
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
院
医
療
社
会
事
業
部
壷
０
４
７
６

日
釜
）
午
前
ｎ
時
か
ら
午
後
４
時
園
参
加
壷
①
２
０
０
０
円
、
②
（
空
２
３
１
１
内
線
５
０
４
へ

庁
水
産
課
内
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
．
も
応
募
可
能
）
（
２
２
４
）
４
８
３
９
、
フ
ァ
ク
ス

壷
０
４
３
（
２
２
３
）
３
０
４
５
へ
▼
選
考
方
法
書
類
選
考
に
よ
り
０
４
３
（
２
２
４
）
４
８
２
３
へ

え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

赤
十
字
澱
憲
法
講
習
会
・
品
謹
教
室

o副劉蜀測厭覺廻
コンクー〃

あなたのアイデア料理を

お寄せください

を
避
け
、
少
量
よ
り
開
始
し
、

長
い
期
間
を
か
け
て
血
清
尿
酸

値
を
じ
っ
く
り
下
げ
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に
併
せ
、
プ
リ

ン
体
を
多
く
含
む
食
品
と
酸
性

食
品
の
摂
取
を
控
え
、
ア
ル
カ

リ
性
食
品
を
多
く
取
り
、
さ
ら

に
飲
酒
を
控
え
、
水
分
を
多
め

に
取
る
必
要
の
あ
る
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
魂
）
５
５
２
５

で
実
演
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
。
鐙
優
秀
賞
（
１
人
）
、
優
秀’

１
歳
６
カ
局
児
健
康
診
査

３
カ
月
児
相
談

日

3日

10日

17日

24日

31日

病・医院名

我孫子東邦病院

成広医院

我孫子つくし野病院’

めかるこどもクリニック

我孫子聖仁会病院

星野医院

平和台病院

アビコ外科整形外科病院

中川小児科医院

電話

82-8166

87-4610

84-2211

85-5666

88-3111

88-2248

89-1111

84-7321

88-1018

３
歳
児
健
康
診
査

ム
シ
歯
予
防
教
室

8月のしあわせ学級、

母親学級、育児相談、

肩こり腰痛教室はあり

ません。

＝保健センター＝

家
庭
児
童
相
談
室
の
ご
利
用
を

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
相
談
は
、
電
話
で
も
お

夏
休
み
に
入
り
、
子
ど
も
た
家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
子
育
受
け
し
て
い
ま
す
。

ち
は
長
期
の
休
み
を
エ
ン
ジ
ョ
て
に
つ
い
て
の
心
配
ご
と
や
悩
み
▼
相
談
日
時
祝
日
を
除
く
月

イ
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
の
相
談
、
ま
た
、
お
子
さ
ん
本
人
畷
か
ら
金
蝿
日
午
前
、
時
か
ら

２
学
期
に
な
っ
て
、
ス
ム
ー
か
ら
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

ズ
に
学
校
生
活
に
戻
る
た
め
に
ど
ん
な
に
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
▼
場
所
。
問
い
合
わ
せ
家
庭

は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
大
き
く
結
描
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
児
童
相
談
室
垂
（
唖
１
１
１
１

崩
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
内
線
３
５
２

夜間に急病のときは

言上醸丑(8ｱ)1141

乳
幼
児
発
達
相
談

療
育
相
談

日
本
脳
炎

第
Ⅲ
期

皿
歳
か
ら
妬
歳
未
満
（
中
学
３
年
生
に

予
診
票
を
配
布
）
。
１
回
接
種

第
Ⅱ
期

歳
か
ら
過
歳
未
満
（
小
学
４
年
生
に

診
票
を
配
布
）
。
１
回
接
種

第
１
期

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
初
回
（
２

回
）
及
び
追
加
１
回
接
種

風

し
ん

生
後
廻
月
か
ら
卯
月
未
満
、
廻
歳
か
ら
肥
歳
未
満

（
中
学
２
年
生
に
予
診
票
を
配
布
）
に
１
回
接
種

瀝
認
一
賑
う
嫁
リ
師
一

ｎ
歳
か
ら
蝿
歳
未
満
（
小
学
校
６
年
生
に
予
診
票

を
配
布
）
・
第
Ⅱ
期
１
回
接
穂

三
種

混
合

－

ジ
フ
テ
リ
ア

百
日
せ
き

破
傷
風
L＝少

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
Ｉ
期
初
回
（
３
回
）

及
び
Ｉ
期
追
加
１
回
接
種

百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種
混
合
を
接
種

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
哩
月
か
ら
卯
月
未
満
．
１
回
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

４
歳
未
満
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
結
果
、

陰
性
反
応
の
場
合
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

心
の
健
康
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
相
睡
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庁
燭
に
な
し
詞

▼
書
名
（
著
者
）
＊
有
料
老
人

ホ
ー
ム
は
日
々
楽
し
（
沖
小
夜
子
）

＊
生
き
上
手
は
老
い
上
手
（
樋
口

恵
壬
＊
問
わ
ず
語
り
老
い
語

り
（
浜
文
子
）
＊
老
後
は
お
金

で
買
え
ま
す
か
（
早
川
裕
子
）

＊
老
い
の
語
ら
い
（
沢
村
貞
子
）

＊
老
い
は
迎
え
討
て
（
田
中
澄
子
）

か
ん
ぽ
ん
か
い
ろ
う
ろ
く

＊
完
本
戒
老
録
（
曽
野
綾
子
）

＊
あ
な
た
の
老
後
の
運
命
は
（
大

熊
一
夫
）
＊
公
的
介
謹
保
険

（
本
沢
巳
代
子
）
＊
定
年
後
の

年
金
・
保
険
・
税
金
が
わ
か
る
本

〈
矢
野
輝
雄
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
、
集
ま
れ
。

▼
場
所
。
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
議
室
…
８
月
７
日
（
木
）
・
瓢

日
（
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
：

８
月
型
日
（
木
）
・
詔
日
（
木
）

＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）

⑬
市
民
図
書
館

憩
湖
斐
男
館

態
布
佐
分
館

態
移
動
図
書
館

図
書
案
内

虐
陵
陛
筐
居
陽
睦
戻
る
』

お
は
な
し

''11

一
塁

図
書
館

だ
よ
り

壷
（
別
）
１
１
１
０

垂
（
師
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

ａ
（
印
）
０
９
０
９

！

'1
：
．
８
月
８
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
訓

分
売
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
加
分
ま
で
）

’
三
一
・
ギ
ヤ
月
旧
吋
Ｌ

◎
湖
北
台
分
館
Ｉ
水
墨
画
Ｉ

▼
作
品
・
作
者
花
…
金
井
綾
子

（
並
木
）
ぶ
ど
う
…
白
川
雅
子

（
中
峠
）
花
：
山
田
弥
生
（
中

峠
）
風
景
・
・
・
中
條
邦
子
（
中
峠
）

風
景
…
福
井
久
美
子
（
中
峠
）

◎
布
佐
分
館
Ｉ
パ
ス
テ
ル
画
Ｉ

▼
作
品
犬
、
雷
鳴

か
い
ほ

▼
作
者
渡
辺
醗
歩
（
栄
）

圏
展
示
期
間
８
月
週
日
（
水
）
か

ら
９
月
７
日
（
日
）
ま
で

’

一
一
一
一
一
●

そよかぜ号(:書霞:)の運行日程が変更に
8月から、そよかぜ号第2・第4水曜

日、第2・第4木曜日の運行が、変更に

なります。下表大枠のステーションにつ

｜遙磯鱒騨雲薦恋：
し問い合わせ移動図書館壷(87)0909

1変更後のそよかぜ号8月の日程(荒天中止）

ギ
ヤ

’

夏
は
、
暑
き
に
よ
る
気
の
ゆ
る

み
や
解
放
感
な
ど
か
ら
、
ド
ロ
ボ

ウ
や
痴
漢
な
ど
の
被
害
が
多
く
な

る
と
き
で
す
。

警
察
で
は
、
８
月
型
日
（
旦
ま

で
市
役
所
、
防
犯
協
議
会
と
協
力

し
て
〃
夏
の
防
犯
運
動
″
を
実
施

し
、
夏
に
多
発
す
る
犯
罪
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

心
と
窓
に
カ
ギ
を
か
け
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
注

図
書
館
で
は
、
毎
年
６
月
に
蔵

書
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
行
っ
た
蔵
書
点
検
で
は
、

所
蔵
し
て
い
る
書
籍
な
ど
の
う
ち
、

本
３
５
８
１
冊
、
Ｃ
Ｄ
型
点
、
雑

誌
２
４
４
冊
が
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

図
書
館
の
本
や
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ

ト
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
で

剛
調
冨
の
腕
氾
運
動
壱
舅
掴
申

図
書
館
の
本
を
大
切
に

私
た
ち
み
ん
な
の
財
産
で
す

〆~、

１
忽
０
０
０
０
０
５
０
５
０
０
０
０
０
０

後
石
叫
刈
割
り
型
心
祉
心
刈
５
０
４
０

■
■
●
由
●
●

午
１
２
４
２
４
２
４
２
３
４
２
４
２
４

！
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

間
別
、
㈹
㈹
卯
叩
叩
訓
訓
加
叩
皿
叩
伽

時
工
琢
ぶ
な
３
隊
献
上
邸
３
２
３
匁
３

１

館
圃
園
一
図
園
裏
口
場
園
園
圃
一
裏

所
》
一
》
一
一
一
帖
圭
一
、
。
ンソ

場

湖
中
柴
布
新
久
東
三
カ
台
天
浅
根
東

Ｉ
↑
１
１
１

猪
北
峠
台
台
野
家
野
山
木
田
東
西
戸
野

岩

山
和
木
寺
し
台
台
し

一
く

王
王
く

汚
湖
中
青
平
新
久
つ
白
並
台
天
天
根
つ

１
１
１

日
６
．
別
７
．
副
８
．
皿
栂
。
”
脚
・
羽
個
・
羽

１
１

繩
水
木
金
水
木
金

Ｉ

１
６
・
加 家

庭
か
ら
地
域
か
ら
防
犯
活
動
を

水

７
・
剛

木

８
．
迦

金
意
し
て
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
楽

し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
空
き
巣
や
忍
び
込
み
の
防
止

＊
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
戸

締
ま
り
を
確
認
し
、
近
所
に
一
声

か
け
て
留
守
を
頼
み
ま
し
ょ
う

＊
カ
ギ
は
、
必
ず
家
族
が
個
々
に

持
ち
、
家
の
周
り
へ
の
「
置
き
カ

ギ
」
は
や
め
ま
し
ょ
う

＊
防
犯
ベ
ル
を
設
置
し
ま
し
ょ
う

＊
家
の
周
り
を
明
る
く
し
ま
し
ょ

購
入
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

貴
重
な
財
産
で
す
の
で
独
り
占

め
に
せ
ず
、
大
切
に
取
り
扱
い
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
本
を
破
く
、
書
き
込
む

な
ど
も
し
な
い
よ
う
、
併
せ
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
壷

（
鍵
）
１
１
１
０

、
『
Ｕ
自
弓
″
Ｉ

１
２

水

木’
帆
・
羽

｜

金
閥
。
羽｜

’

、
フ＊

就
寝
前
に
も
う
一
度
、
戸
締
ま

り
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

◎
乗
り
物
盗
の
防
止

＊
自
動
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
必
ず
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

＊
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離
れ
る
時
は
、

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ハ
ン
ド

ル
ロ
ッ
ク
を
し
て
、
更
に
ワ
イ
ヤ

ー
錠
な
ど
を
か
け
ま
し
ょ
う

＊
自
転
車
を
止
め
る
時
は
、
カ
ギ

を
か
け
、
更
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど

を
併
せ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う

＊
自
転
車
に
は
名
書
き
シ
ー
ル
を

張
り
、
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

◎
性
犯
罪
の
防
止

＊
帰
宅
時
間
は
早
め
に
し
、
明
る

い
表
通
り
を
歩
き
ま
し
ょ
う

＊
刺
激
的
な
服
装
は
控
え
ま
し
ょ

、
つ＊

あ
な
た
の
身
を
守
る
た
め
に
、

防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う

手
黄
沼
再
生
の
願
い
を
込
め
て

開
催
し
て
い
る
第
、
回
「
手
寅
沼

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
、

最
優
秀
賞
は
轟
か
ず
お
さ
ん
に

Ⅱ
第
個
回
手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
Ⅱ

入
選
作
品
を
市
民
会
館
に
展
示
し
ま
す

L_ノ
一二

’ ◎
子
ど
も
の
水
難
事
故
防
止

＊
川
や
沼
で
遊
ば
せ
る
際
は
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
の
方
が

一
緒
に
つ
い
て
い
き
ま
し
ょ
う

◎
ひ
っ
た
く
り
被
害
防
止

＊
自
転
車
の
前
か
ご
に
ハ
ン
ド
バ

ッ
グ
や
蛍
垂
品
を
入
れ
な
い
。
も

し
入
れ
る
時
は
、
黄
重
品
な
ど
の

上
に
ほ
か
の
物
を
置
く
か
、
ネ
ッ

ト
や
カ
バ
ー
を
か
け
ま
し
ょ
う

鰻
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、

７
月
３
日
（
木
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
２
３
０
点
の
中
か
ら

優
秀
愛
に
選
ば
れ
た
の
は
、
森

か
ず
お
さ
ん
（
沼
南
町
）
の
作

品
「
シ
ル
エ
ッ
ト
」
。
（
写
真
）

そ
の
ほ
か
の
入
選
さ
れ
た
方

々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

こ
う
の

＊
優
秀
賞
河
野
吉
久
、
黒
川

た
け
し

武
嗣
平
山
二
郎

＊
入
蛍
竹
島
昭
夫
、
大
岡
修
、

永
木
辮
臓
佐
鵬
蕊
大
山
明

〃
虫
ら

い
ぼ
あ
さ

三
町
勲
、
月
村
五
百
秋
、
本
田

守
男
、
小
川
清
光
、
石
澤
勉
、

か
ん
け
い
巻
い
史
的
と

管
景
浄
、
田
中
武
人
、
恩
田
い

市
内
商
業
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
我
孫
子
市
商
業
活
性
化

研
究
会
で
は
《
「
我
孫
子
の
商

業
の
未
来
を
語
る
集
い
」
を
開

催
し
ま
す
。 我孫子の商業の

未来を語る集い

商
業
者
と
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ

の
代
表
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
本

音
の
意
見
交
換
の
場
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
発
表
の
時
間
も
設
け
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
８
月
、
日
（
且
午
後

１
時
訓
分
か
ら
４
時
ま
で

▼
場
所
市
民
会
館

▼
司
会
山
遊
亭
金
太
郎
（
落

語
家
）

▼
参
加
壷
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
商

業
活
性
化
研
究
会
事
務
局
（
商

工
観
光
課
）
壷
（
理
１
１
１
１

内
線
５
０
５

＊
無
灯
火
の
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ
ー

イ
や
、
怪
し
い
人
が
近
づ
い
て
き
一

た
時
は
、
用
心
し
ま
し
ょ
う
一

＊
道
路
を
歩
く
と
き
は
、
車
道
側
一

の
手
に
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
た
な
い
一

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署
．
一

、
一

防
犯
協
議
会
垂
（
理
０
１
１
０
－

地
域
振
興
防
災
課
地
域
振
興
係
容
一

（
唖
１
１
１
１
内
線
２
１
４
一

榧
含
癖
や
識
の
ぼ
り
ゆ
く
昏
れ
の
い
る
吉
田
一
一
重

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署
．
雲
の
峰
ど
す
ん
と
自
販
機
の
音
す
泉
武
久
子

３
が

防
犯
協
議
会
垂
（
理
０
１
１
０

選
飢
餓
と
い
う
青
春
あ
り
き
麦
こ
が
し
青
山
陽
子

地
域
振
興
防
災
課
地
域
振
興
係
容
一
旦
緑
陰
や
静
か
に
ゆ
ら
す
乳
母
車
斉
藤
幸
子

（
錨
）
１
１
１
１
内
線
２
１
４

夏
空
に
ピ
ア
ス
キ
ラ
リ
と
壁
を
塗
る
高
橋
茂
子

ひ
つ
ぎ

陶
祁
郷
無
謡
緤
獺
る
な
り
宮
腰
多
加
雄

野
口
こ
う

商
業
者
と
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ

＃

の
代
表
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
本
一

燕
風
や
目
薬
さ
す
を
忘
れ
ゐ
し
松
浦
白
梅

音
の
意
見
交
換
の
場
に
し
た
い
一
小
野
康
子

一
恥
諮
》
畷
砕
虹
鋤
碓
鋤
認
錫
純
堂
か
な
公
手
孝
嗣

と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
発
表
の
時
間
も
設
け
ま
一
細
説
権
仏
座
す
泰
山
木
の
花
の
下
篠
田
ま
さ

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
一
魂
唯
鐸
浅
間
山
黒
く
眠
れ
る
天
の
川
高
橋
喬

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
で
限
ご
．
：
・
・
：
：
．
：
．
：
。
・
・
・
：
…
…
・
・
：
：
：
：
．
：
：
：
．
…
…
…
．
．
・
・
・
・

お
え
つ

▼
日
時
８
月
、
日
（
日
）
午
後
差
娃
睡
課
慰
め
は
言
葉
に
な
ら
ず
鳴
咽
き
く
友
の
死
つ
ぐ
る
受

１
時
訓
分
か
ら
４
時
ま
で
横
山
延
枝

参
加
準
鋤
啼
嶬
醍
壷
塞
塞
妹
と
摘
み
を
れ
ぱ
一
番
列
車
の
通
り

そ
ら
農
め
い
も

▼
場
所
市
民
会
館

▼
司
会
山
遊
亭
金
太
郎
霧
永
耗
刺
砿
過
ぎ
ゆ
く
小
出
礼
子

が
ま

伊
碗
錘
雄
鴨
去
り
し
市
民
の
森
の
調
整
池
野
太
き
蝦
墓
の
声
ひ

語
家
）▼

参
加
壷
無
料
さ
・
日
記
び
く
な
り
篠
田
ま
さ

ろ
う

》
癖
哩
嶬
碓
鐸
会
鋤
癖
誇
葬
鋪
峠
伽
押
御
鍵
確
潅
に
調
楼
の
道
後
の
湯
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
に

公
手
孝
嗣

エ
観
光
詮
壷
（
顕
）
１
１
１
１
趣
躯
締
我
雨
は
れ
て
風
の
涼
し
き
朝
の
沼
に
鵡
の
雛
見
つ
鵜
の

ば
ん
う

内
線
５
０
５
轌
銅
雄
舞
か
毎
く
見
つ
二
一
谷
和
夫

は
応
職
退
き
て
健
康
維
持
に
友
さ
そ
ひ
日
々
を
楽
し
み
万

歩
計
見
る

岩
戸
亨

ク
ー
ル
Ⅱ

選
病
癒
え
し
退
院
の
姉
に
付
き
添
ひ
ぬ
張
り
詰
め
し
も

太
の
ほ
ぐ
れ
て
軽
く
新
藤
道
子

⑯
さ
ん
に
ゞ

と

は
に
わ

寛
鳥
魚
ら
に
ま
じ
り
ム
サ
サ
ビ
翔
ぶ
も
あ
り
並
ぶ
埴
輪

一
歌
本
に
葉
る
る
も
の
襄
蕃
和

示
し
ま
す

一
短
山
篭
の
喚
声
闇
に
と
ど
ろ
き
ぬ
原
爆
ド
ー
ム
の
静
も

ｇ
よ
え

か
た

つ
子
、
山
崎
幸
一
、
山
崎
紀
生
る
傍
へ
・
村
上
道
代

》
』

な
お
、
入
選
作
品
は
８
月
２
日
一

庭
手
入
れ
息
は
一
人
に
て
新
し
き
石
を
敷
き
終
封
鐸
り

主
）
か
ら
型
日
（
旦
ま
で
、
市
民
映
ゆ
る
関
口
静
江

会
館
２
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

え
霜
澆
蕊
蓬
一
⑦
⑤
⑤
眉
翻
②
⑪
②
⑪

し
み
く
だ
さ
い
。
一
Ｉ
譲
り
ま
す
Ｉ
９
４
〉

◎
応
募
作
品
の
中
か
ら
手
賀
沼
カ
ー
▼
有
料
で
＊
Ｃ
Ｄ
カ
セ
ッ
ト
、
▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

レ
ン
ダ
ー
を
作
成
一
水
槽
〈
河
井
壷
（
聖
７
６
４
３
〉
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
．

今
年
も
、
全
応
募
作
品
の
中
か
一
＊
子
機
付
き
普
通
紙
フ
ァ
ク
ス
Ｉ
ナ
ー
ヘ
の
掲
載
申
し
込
み
は
、

ら
季
節
に
あ
っ
た
作
品
を
選
び
、
一
〈
藩
降
壷
（
理
）
５
７
６
６
〉

電
話
で
商
工
観
光
課
へ

１
９
９
８
年
用
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
一
▼
無
料
で
＊
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
学
▼
取
り
扱
い
品
日
用
雑
貨
等
の

成
す
る
予
定
で
す
。

一
習
机
〈
影
山
容
弱
）
１
３
４
９
〉
耐
久
消
費
財
で
す
。
衣
類
、
自
動

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
壷
一
Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
１

率
、
生
き
物
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

露
）
１
１
１
１
内
線
５
６
８
一
＊
囲
碁
用
品
〈
金
子
壷
（
理
３
３
▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

6

|、
F－
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ひ
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市
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民



釣び(5) ご 第954号1997．8．1
一

’f§．､9．．J.｡§.．§･や．f･.§..§..§･寺

：

＊ 幸幸や÷や÷幸幸÷÷÷…弓･幸や●÷÷ ･ 鈩 幸 幸 や 零

１
１
ｄ
Ⅱ
■
１
Ｊ
Ⅱ
１
１
Ｊ
Ⅱ
１
１
４
１
■
１
１
１
４
ｑ
■
ｑ
ｂ
二
Ｆ
冒
凸
Ｊ
１

食
物
繊
維
が
豊
富
で
、
ヘ
ル
シ
ー
な
煮
物
で
す
。
時
間
を

か
け
て
弱
火
で
じ
っ
く
り
煮
込
み
、
各
家
庭
の
〃
お
ふ
く
ろ

の
味
″
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

手賀沼線改良工事都市計画道路根戸。
三
Ｔ
６
Ｔ
＆ 切

り
干
し
大
根

■
■

＊ －

㈱

=9月1日から車両通行止め＝
p

や

や Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
４
４
ｑ
ｑ
４
０
■
６
１
１
６
５
日
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｊ
１
１
４
１
ｑ
ｑ

）
ゞ

～鵠

■
■

一一一一一
■

l■

や

心目

都
市
計
画
道
路
根
戸
・
手
賀
沼

線
は
、
史
跡
保
談
の
た
め
根
戸
城

祉
部
分
を
う
回
し
た
暫
定
形
で
使

用
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
史
跡
に
与
え
る
影
響

を
お
さ
え
た
特
殊
工
法
（
半
断
面

ト
ン
ネ
ル
）
に
よ
り
、
平
成
９
．

，
年
度
の
２
カ
年
で
改
良
工
事
を

行
な
い
ま
す
。

工
法
が
特
殊
な
た
め
、
本
年
度

▼根戸･手賀沼線交通規制図
nF

陸 ■ ／ 、

切 り 干 し 大 根 5 0 9

ニンジン小1本

杣あげ1枚

いりこ10匹

サラダオイル大さじ1杯弱

しょうゆ大さじ1杯～1杯半

酒大さじ1杯

みりん大さじ1杯弱

ハチミツ大さじ3分の1杯
／

圖
圃

垂
万

＃
§
…
§
§
§
§
ｆ
ｆ
４

韓

我孫子柏唖

_r，彌耗す→

国道6号線

~．個刮三厩霧軍

←

や

Bh

弊

１
⑦
⑥
⑥
③

ｆ
味
＊
じ
＊
ま
＊
ん

面へは
両 ■

■ ■

⑭節できません （
４
人
分
）

鱒

北
柏
駅

寺
糸

ず
ふ

帝
ｆ
ｆ
ｆ
＃
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

都市計画道踞
根戸絢手賀沼線

、

十
§
§
も
＃
§
ｆ
ｆ
ｆ
§
§
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
４

根戸城祉 ①
切
り
干
し
大
根
を
２
時
間
く
ら

い
か
け
て
水
で
も
ど
し
、
水
気
を

切
っ
て
お
く
。

②
い
り
こ
は
、
手
で
頭
と
は
ら
わ

た
を
取
り
除
く
。

③
油
あ
げ
は
、
細
く
切
る
。

④
一
ラ
ジ
ン
は
、
皮
を
む
き
、
千

切
り
に
す
る
。

⑤
①
の
切
り
干
し
大
根
を
食
べ
や

す
い
長
さ
に
切
り
、
い
り
こ
、
油

あ
げ
、
ニ
ン
ジ
ン
と
一
緒
に
ナ
ベ

第
１
期
工
事
期
間
中
は
、
一
部

区
間
（
左
図
参
照
）
が
車
両
通

行
止
め
に
な
り
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
エ
事
期
間
９
月
１
日
（
月
）

か
ら
平
成
、
年
３
月
釦
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
道
路
課
街
路

係
霊
（
蓮
１
１
１
１

囮
回
圀

熱熱餐轟
、

←柏 若松→~

○

へは

車 寺
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
鐵

都市計画道路根戸新田・布佐下線

一 手賀沼
かいた

海田礼子さん
（白山）

一幸幸÷や●c炉や÷…÷…÷一幸÷幸÷やや一やや…幸÷÷や÷や｡鈩●や…÷寺

に
入
れ
、
大
さ
じ
１
杯
の
サ
ラ
ダ

オ
イ
ル
で
妙
め
る
。

⑥
全
体
に
火
が
と
お
っ
た
ら
、
熱

湯
を
全
体
が
か
ぶ
る
く
ら
い
ま
で

加
え
て
煮
る
。

⑦
切
り
干
し
大
根
が
軟
ら
か
く
な

り
か
け
た
ら
、
し
ょ
う
油
、
酒
、

み
り
ん
、
ハ
チ
ミ
ツ
を
入
れ
、
味

を
つ
け
る
。

⑧
弱
火
で
約
１
時
間
ほ
ど
煮
込
み
、

汁
気
が
な
く
な
り
、
味
が
し
み
こ

ん
だ
ら
で
き
あ
が
り
で
す
。

市
で
陸
「
河
川
愛
謹
月
間
」

期
間
中
の
７
月
３
日
（
木
）
に
、
建

設
省
と
市
内
建
設
協
会
の
協
力
を

得
て
、
利
根
川
河
川
敷
の
一
斉
清

掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

清
掃
に
は
、
福
嶋
市
長
を
始
め

◎
か
く
し
味
に
ハ
チ
ミ
ツ
を
使
う

の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

◎
七
味
唐
辛
子
を
入
れ
る
と
ゞ
酒

の
さ
か
な
と
し
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。

２
．
ゞ
魯
ド
ン
の
劃
、

1

困
団
回
田

利
根
川
河
川
敷
を

｜
あ
び
こ
１
１’
あ
れ

１
３
０
人
が
参
加
。
（
写
真
）

こ
の
夏
一
番
の
暑
さ
と
な
っ
た

炎
天
下
の
な
か
、
上
流
の
大
利
根

橋
付
近
（
越
流
堤
）
か
ら
下
流
の

栄
橋
に
至
る
約
理
キ
ロ
の
間
を
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
片
手
に
、
汗
を
ぬ

ぐ
い
な
が
ら
空
き
カ
ン
や
空
き
ピ

ン
、
放
置
自
転
車
な
ど
約
２
．
３

ト
ン
を
回
収
し
ま
し
た
。

市
で
は
６
月
に
、
清
潔
で
快
適

な
生
活
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

空
き
カ
ン
類
や
つ
り
具
な
ど
の
ポ

イ
捨
て
を
禁
止
し
た
「
さ
わ
や
か

な
環
境
条
例
」
を
定
め
ま
し
た
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
努
力
で
、

か
け
が
え
の
な
い
自
然
環
境
を
大

切
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

次
の
方
々
か
ら
温
か
い
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
意
は
、
趣
旨

盈〆~侭,〆．

明るい話
i
，

理

、、,'ﾉ′

？
■ﾛ■■■■■■

、
、
を
回
収

つ
』

斉
清
掃’

れ

温かい善意をありがとうご

に
沿
っ
て
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

宝
島
我
孫
子
店
様
、
舟
津
寛
様
、

遠
韻
会
様
、
京
樽
様
、
古
川
茂

様
、
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
我
孫
子

店
様
、
サ
ピ
ト
ラ
智
恵
理
様
、

全
国
抑
留
者
補
償
協
議
会
千
葉

県
連
合
会
我
孫
子
・
沼
南
支
部

様
、
新
潟
県
人
会
様
、
我
孫
子

太
子
会
布
佐
支
部
様
、
ま
ご
し

ん
愛
の
募
金
会
様
、
海
老
原
清

治
様
、
日
本
電
気
労
働
組
合
我

孫
子
支
部
様
、
今
村
蟹
之
助
様
、

小
野
友
之
助
様
、
我
孫
子
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
、
セ
プ
ン
イ

レ
ブ
ン
湖
北
台
店
様
、
お
誕
生

日
あ
り
が
と
う
の
会
様
、
後
藤

良
三
様
、
さ
く
ら
銀
行
様
、
常

陽
銀
行
様
、
東
海
銀
行
礎
東

急
ビ
レ
ッ
ジ
様
、
我
孫
子
太
子

会
我
孫
子
支
部
様

（
受
け
付
け
順
）

※
平
成
９
年
３
月
霊
日
か
ら
６

月
訓
日
受
け
付
け
分

市
で
は
、
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化

や
減
量
に
取
り
組
む
方
を
対
象

に
、
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
の
購
入

代
金
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

今
ま
で
の
補
助
対
象
の
う
ち
、

機
械
式
生
ゴ
ミ
減
量
機
器
の
補

機械式生ゴミ減量機器の

補助限度額を1万円に増額 ｡

助
額
を
、
本
体
価
格
の
３
分
の

２
以
内
で
、
限
度
額
１
万
円
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

１
世
帯
１
基
で
生
ゴ
ミ
処
理
容

器
と
重
複
し
た
補
助
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

機
械
式
の
生
ゴ
ミ
減
量
機
器

は
、
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
に
比
べ

高
額
で
す
が
、
よ
り
身
近
な
ゴ

ミ
の
減
量
方
法
に
な
る
よ
う
、

補
助
額
を
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
ゴ
ミ
の

減
量
化
と
査
源
の
再
利
用
を
種

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
ゴ

ミ
の
減
量
は
社
会
の
願
い
で
も

あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ゴ
ミ
処
理
容
器
を

利
用
し
、
ゴ
ミ
の
減
還
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
講
方
法
等
、
詳
し
く
は
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
霊
（
師
）
０
０

１
５
へ

◎
特
別
展
「
忘
れ
ま
い
大
洪
水
。

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
回
顧
展
』

か
つ
て
な
い
被
害
を
も
た
ら
し

た
昭
和
翠
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
。

水
害
の
恐
怖
と
水
と
の
闘
い
の
様

子
を
当
時
の
査
料
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
特
別
展
期
間
８
月
狸
日
（
火
）

か
ら
９
月
詔
日
（
祝
）
（
月
暇
日
休

館
、
９
月
塑
日
は
開
館
）

▼
開
館
時
間
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
釦
分
（
入
館
は
５
時
ま
で
）

▼
入
館
料
一
般
２
０
０
円
、
高
・

大
学
生
１
５
０
円
、
小
・
中
学
生

７
０
円

◎
気
象
予
報
士
森
田
正
光
氏
講
演

会
・
・
．
「
台
風
が
や
っ
て
く
る
』

▼
日
時
８
月
誕
日
（
且
午
後
１

時
釦
分
か
ら
３
時
釦
分

▼
場
所
松
戸
市
民
会
館

▼
定
員
１
０
０
０
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

関
宿
城
博
物
館

持
別
展
。
体
験
教
室

明
る
い
選
挙
の
推
進
に
役
立
つ

作
品
を
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
ポ
ス
タ
Ｉ
明
る
い
選
挙
の
推

進
を
表
す
も
の
（
１
人
１
点
）

▼
作
品
規
格
妬
巷
×
釦
壱
か
ら

弱
穆
×
“
諺
ま
で
（
縦
・
横
は
自

由
）
、
描
画
材
料
は
自
由

▼
応
募
方
法
作
品
の
裏
側
右
下

に
住
所
、
醗
都
年
齢
性
別
を

明
記
し
郵
送

◎
標
語
①
き
れ
い
な
選
挙
の
推

進
を
表
す
も
の
②
棄
権
防
止
の
呼

▼
入
場
料
無
料

▼
申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
（
１

枚
で
２
人
ま
で
可
）
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
睡
話
番
号
、
識
演
会

希
望
を
明
記
し
、
〒
２
７
０
１
蛇

関
宿
町
三
軒
家
１
４
３
の
４
関
宿

城
博
物
館
壷
（
妬
）
１
４
０
０
へ

印西市花火大会で交通規制明
る
い
選
挙
茜
推
進

啓
発
ポ
ス
タ
狙
い
標

8月17日（日）の花火大会当日は、県道

千葉竜ヶ崎線と印西市内で交通規制が行

なわれます｡(下図参照)ご注意ください。

桜規制日時8月17日（日）午後6時から

10時（雨天の場合は翌日）

惨問い合わせ印西市花火大会実行委員

会壷0476(42)5111

び
か
け
を
表
す
も
の
、
い
ず
れ
も

加
字
以
内
（
１
人
２
点
以
内
）

▼
応
募
方
法
短
冊
に
標
語
（
１

枚
に
１
作
邑
、
住
玩
時
部

年
齢
、
性
別
を
明
記
し
郵
送

園
表
彰
入
武
者
に
賞
状
と
副
賞

を
贈
呈
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

囮
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
９

月
５
日
（
金
）
ま
で
に
我
孫
子
１
８

５
８
選
挙
管
理
委
員
会
壷
（
蓮
１

１
１
１
へ

◎
土
鈴
づ
く
り
体
験
教
室

▼
日
時
８
月
９
日
（
土
）
、
詔
日

主
）
午
前
、
時
か
ら
正
午

▼
場
所
関
宿
城
博
物
館

▼
定
員
先
請
訓
人
（
２
日
と
も

参
加
で
き
る
方
、
小
学
４
年
生
以

下
は
同
伴
者
が
必
要
）

▼
参
加
費
５
０
０
円

▼
持
参
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

▼
申
し
込
み
電
話
ま
た
は
直
接

関
宿
域
博
物
館
へ

画
問
い
合
わ
せ
同
博
物
館

ず
喝
遥
鋤

謡
を
募
集

平成8年度入賞作品

｢選挙管理委員会委員長賞」

雨宮 咲 さ ん

（久寺家1丁目）

印西市花火交通規制図

簿
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8月15日は「戦没者を追悼し平

和を祈念する日」です｡この日は、

戦争で亡くなられた数多くの人々

を追悼し平和を祈念することを目

的|こ、合年も正午を合図に1分間

の黙とうが行われます。市民の皆

さんも追悼と平和祈念の黙とうを

捧げましょう。

シ問い合わせ厚生課壷(85)1111

|’惨受付期間8月8日(金)までの 新鮮な季節の味覚を市内でお楽

しみください。問い合わせは直接、

観光農園にお願いします。

◎ぶどう（9月上旬まで）鈴木

農園盆(82)4411

◎なし（8月中旬から9月下旬ま

で）阿曽農園盃(88)1459

．栗・ハウスぶどう(9月上旬か

ら10月上旬まで）田村農園盆

(88)2308

．さつまいも（9月下旬から11月

上旬まで）日暮農園狂(82)4048

国回国回’ ’
原爆犠牲者の追悼と恒久平和を

祈念する原爆の日記念行事を行い

ます。ぜひご参加ください。

シ日時・場所8月17日(日)午前

10時、手賀沼公園内平和の記念碑

前（雨天決行）

し内容献花、黙とう

し問い合わせ被爆者の会山田公

(82)4405

’

朕問い合わせ手賀沼花火大会実シ申し込み・問い合わせ往復ハ※受験資格など、詳しくは人事課

行委員会壱(82)3131まだは両商工ガキに住所、氏名、年齢、職業、公(85)1111内線232へ

観光課盆(85)1111（なお、当巳は電話番号を明記し、8月21日(木．

’
皆さんの家族などで長期間消息 学義務猶予免除者の

業程度認定試験午前8時からテレホンサービス01消印有効）までに久寺家684の1 不明になっている方、または消息

シ雇用期間9月1日から平成10

年3月31日まで

し勤務場所市内学童保育室

し対象・定員18歳から55歳まで

の方、①月額指導員1人②日額指

導員3人

し申し込み履歴書（写真貼付）

と健康診断書を8月20日（水・必

着）までに我孫子1684教育委員会

社会教育課へ郵送まだは持参

※勤務時間等詳しくは、教育委員

会社会教育課a(85)1151'X

※8月1日から7日までは観光週

間です。観光資源の保全と環境美

世試験科目国語、数学、理科、

社会、外国語

※受験資格等詳しくは、干葉県教

育庁学校教育部指導課査043(223）

4059へ

少持参行方不明当時の服装等の

わかる写真

ら問い合わせ干葉県警察本部鑑

識課盆043(227)9131

’
傍申し込み・問い合わせハガキを明記し、8月20日（水・消印有

にチーム名、男女別、代表音の住効）までに〒260干葉市中央区市

レテーマ四季を通じての県内の

風景、行事、名所．|日跡などの写

真で広報紙の表紙に適しだもの

惨規格キャビネ判以上四シ切り

まで（カラープリント|こ限る）

医申し込み・問い合わせ応募票

（国保年金課に用意）に必要事項

を明記のうえ作品の裏面に貼付し、

g月30日（火・必着）までに〒26

0-91干葉市中央区市場町1の1干

葉県社会部国民年金課内国民年金

協議会壷043(223)2389へ

画 回 国a
3130へ

鰯
密
８
月
鰯
溌

｜腰巳時8月30日(土)午後10時新

’
伝申し込 み ・ 問 い 合 わせハガキテル、日本画、水墨画、版画等い

|こ住所、氏名、年齢、性別、電話ずれも10号から30号まで、彫刻

惨日時9月27日(土)、10月10日

(金)、25日(土)、11月8日(土)、

22日(土)いずれも午前10時から午

後2時（雨天の場合は翌日開催）

惨場所県立松戸六実高校

医対象・定員成人、30人（応募

者多数の場合は抽選）

惨参加費5000円（保険料含む）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、年齢、職業、電話

番号を明記し、8月16日(土)まで

に〒27O松戸市高柳1595の25同校

開放講座壷047(385)5791へ

い場所中央公民館

し対象中高年の方
〃交通砺故相岐＝交通整備課10:00～15:00
＝心配ごと相験＝湖北台市民センター9:00～15:00
の－8月15日分税務相E炎予約受付日(電諾で8:30から）
＝-市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
”-つつじ荘・西部福祉センター休館

国副圓回
※楽器は、無料でお貸しします世会蚕月額2000円(入会金なし）

し申し込み・問い合わせ電話でし無料体験日8月28日（木）

福原盆(84)4712へシ申し込み・問い合わせ電話で’
〃法律相談＝市民相談室9;30～15:30(予約制）
〃市民図書館休館
・つつじ荘・西部福祉センター休館

｜

’
澱
》山口冠(84)3638へ 〃8月21日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

'日時・場所8月26日(火)午前

10時から午後3時、幕張メッセイ

ベントホール

レ対象大学・短大・専修学校等

を来年3月卒業する学生と今年3

月卒業しだ方(履歴書を複数持参）

し問い合わせ松戸公共職業安定

所冠047(348)6100

ふたごならではの子育ての悩み

露 ＝税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

画市役所閉庁(一部の施設は除く）
〃少年の日．

戦没者と原爆死没者の慰霊と
恒久平和を祈り黙とうを市 職 舅 8月伯から天王台駅即ガ

脆自鱸禁止区域|鮒ります
通勤や通学、買い物等で自転

車を利用される方は、自転車駐

車場を利用し、放置自転車のな

い、安全できれいな駅周辺にな

るよう、ご協力をお願いします。

＝交通整備課B(85)1111＝

職種

消防土

保母(父）

福祉総合職

司書

学芸罠

採用予定数

4人程度

3人程度

4人程度

1人

1人
季節の味覚
観光農園がオープン

原爆の日記念行事

能力開発講座
｢変化に対応できる人材の育成」

手賀沼花火大会

一
栗
一
冠

千
人

県警察「行方不明の
さがす相談所」を開設

学菫保育指導員
平成9年就
中学校卒

愛情いちばん千葉の
落花生堀り 大会

日 程

8月1日(金）
～31日(日）

※土・日を除く

8月18日(月）

場所

干葉県
警察本部
鑑識課

柏警察署

時間

8：30
I

17200

9：00
I

16：00

砿バｽｹｯﾄボー ﾙ大会

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ
(日11泄当番医・1週間の行事）

叡砺)1W贋

第14回国民年金
写真コンクール作品 8月は電気使用安全月間

一(財)関東電気保安協会一
ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙ 和;|鯛llIII

ﾌｧｸｽガｲﾄ゙ 融側8淵M61IIIII

1金

2土

⑧3

4月

5火

6水

7木

8金

9土

1⑪⑧

画酒害相談＝保健センター13:30～15:00

”健康相談＝つつじ荘10;00～11:30

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

画日曜当番医＝テレホンサービス

画休日救急歯科謝爵日=休日裁急歯科診療所(市民会館内)9:00~11：130
〃結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

〃心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

壷市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館

〃つつじ荘・西部福祉センター休館

画．8月12日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00

〃健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

”日曜当番医＝テレ

‘夢休日救急歯科溌罰日＝
ホンサー

休日救急歯

ビス

科診蔚荊(市民会館内)9:00~11:30

オーバー
<新鎌ケ谷駅

･ナイト・ハイク
から手賀沼公園まで〉

第1個我關子而臘圃展作品

県立松戸六実高校開放講座生
r炭を使って川をきれいに」

机の上で借津に弾ける｢自動半舅寸
中高年用ミニ･キーボード』講習会

気功健康法会員

干葉県大卒等就職促進
合 同面 接会

ふたどのママの
刑ツインズパーティー〃 第14回我孫子市北部地域

文化祭作品・芸能祭出場者


